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片山津及和倉温泉に於けろ學童の

   夏季鍛錬指導成績に就て

金澤醤科大學理學的診療科教室‘主任手函教授）
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（昭和24年6月8目受附）

                  第1章緒

 凡そ濫泉は浩極的に疾病の治療に利用される

のみならす，進んで積極的に健康の保持髄質の

改善などに鷹用さるべきものである。偶々余等

が片山津，和倉爾温泉に於て入浴が臨床的所見

並血液像に及ぼす影響を槍討中縣主催學童の夏

   力

感鍛錬の指導を委囑された．余等は石川縣衛生

課の此企圖に満腔の敬意を表し學童の全般的な

健康管理を行ひ鍛錬前後に於ける槍査成績の攣

化を槍潔したので之を護表する，今後此種鍛錬

に封ずる一指針ともならば甚だ幸である．

                第II章

     第1項槍査 材 料
 何れも職災者，疎開者，引揚者の子弟で石川門下小

學校5－6學年在學者で比較的虚弱者合計90名．共内

課は衣の様である．

 （i） 片山津湖泉 男子25名 女子17名

 〔ii） 和倉温泉 男子21名 女子27名

     第II項楡査方法
 （i） 温泉到着目にレ線闘i接撮影を行って胸部疾病

なきを確かめた，

 （ii）温泉到着目：及終了日に膿重，赤沈，髄温，血

墜，の測定を行ひ比較械討した（温泉の研究，臨床的

検査材料並検査方法

基礎篇，金澤署理學叢書，第6巻参考）．

 （iii） 爾片山津に於ては 男兇9名 女児2名

 禾口倉｝こ於て壱ま 男壁己2名 女炉己2名

 について温泉到着直後と離泉直前に血球数，血色素

量を梅査比較した，

     第III項修錬 日 程’

 ee A表一結B表の通りである．

     第IV項 泉     質

    （温泉の研究，臨床的基礎篇参考）

 片山津：璽化土類含有食盤泉

 和 倉3盤化土頚含有強食盤泉
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第A表夏季修錬會日程（於片山津厚生寮）

時 刻

午前 6 時

tt 7 時

t／ 7時牛

〃塁壁

 自9時孚tf

 至10時

 自10時tl

 至11時孚

午後皇購

〃早撃

〃皇朧

 自4時牛il

 至6時

第1日
 7月23日
    （火）

／

集合，書食

開會式
諸般の注意

健康診噺・

入浴，休養

t／

lt

6時1
  －i

夕  食

自6時孚｝團攣の夕

至8時十

二8難
r1 9 時

（自己紹介，懇談）

夕 禮
（禦播募灌舞翻坐）

就  寝

第2日
 7月24日
    （水）．＿

起床（醤難籠薔）

朝儀儲馨：糠）

朝  食

第3日
 7月25目
   ＿（木）

起  床

朝  禮

朝  食

講話（小坂先生）

休  養

童話（島田先生）

休  養

童話（山蜥先生） 時局講話
  （市川先生）

書食，休養 書食，休i養

午  睡

衛生講話
  （牧野博士）

午  睡i

篠原海濱（水泳）

入浴，休養

  

里下・ 1

夕  食 汐  食

灘翻鹸騰護表）

夕  禮

就  寝

夕  禮

就  寝

第4日
 7月26日
    （金）

第5日

起  床

朝  禮

朝  食

1起
p

即

急月27日

@（土）

第6日
@7月28日
@  （日）

第7
@7

床 起  床 起

禮 朝  禮

@     1
朝

朝  食 朝  食

7月29日
  （月）

床

禮

｝朝食

三三（小坂先生） 音樂（小坂先生） 昔樂（小坂先生）

「休  養

修養講話
  （藤川先生）

護食，休養

午  睡

郊外遠足
  （史蹟見學）

入浴，休養

休  養 休  養

童話（菊田先生） 衛生講話

叢食，休養 書食，休養

午  睡 午  睡

縦躍響徽醐姻
入浴休養 入浴，休養

夕  食 夕  食 夕  食

團攣の夕
   （晶晶會）

夕  禮

就  寝

騨灘挨拶）團麹徳亭亭

夕  禮 夕  禮

就  寝 溜  寝

感想交作成

休  養

閉會式
書  食

解  散
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時   刻

午前 6・時

〃  7 時

〃  7時宇

 自8時〃 至9時

〃 自9時傘 至10時

〃 自10時 至11時孚

午後皇疇

〃 自1時 至2時

 自2時㌣ 至4時

〃 自四時孚 至6時

〃  6 時

〃 自6時孚 至8時孚

／

第1日
 8月3日
    （土）

／

／

集合，書食

痴會式

諸般の注意

健康診断

入浴，休養

夕  食

／

／

／

第：B表

／

／

覇
夏季修錬倉日程（二二倉町石川縣健民修練場）

8月4日
但）

起床（寝具整頓清掃洗面入浴）

朝禮（挨拶，朗諦訓高騰操）

第3日
 8月5日
    （月）

起  三

朝  禮

朝  食

講話（島田先生）

休  養

童話（島田先生）

書食，休養

午  睡

朝  食

普樂（黒川先生）

休  養

時局講話
  （市川先生）

書食，休養

午  睡

雛灘野博士）囎澱姻

入浴，休養

夕  食

入浴，休養

夕  食

騰慾懇談）隙の＆芝居）二三鋼

〃塁8雌

tf 9 時

夕 禮
（禦雛藩静坐）

就  寝

夕  禮 夕  回

想  寝 就  寝

第4日
8月6目

起  床

（火）

朝  禮

朝  食

普樂（黒川先生）

休  養

修養講話
  （長原先生）

露食，休養

午  睡

郊外遠足
  （史蹟見學）

入浴，休養

夕  食

團簗の夕
   （指入形）

夕  禮

就  寝

第5日
 8月7目
    （水）

起  床

棚 翌

朝  食

9樂（黒川先生）

休  養

童話（菊田先生）

書ft ，休養

午  睡

紙芝居，指人形
  （菊田先生）

入浴，休養

夕  食

第6日
 8月8日
    （木）

起  床

朝  禮

朝  三

音樂（黒川先生）

休  養

衛生講話

豊食，休養

午  睡

和倉海濱（水泳）

入浴休養

夕  三

門簗の夕    團攣の夕
（地元市長挨拶）1   （懇談會）

夕  禮

就  寝

夕  禮

就  寝

第7日
 8月9日
    （金）

起  床

朝  禮

朝 1食

感想丈作成

休  養

閉會式，叢食

置  散
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392 片山津及和倉温泉に於ける學童の夏季鍛錬指導成績に就て

 到着直後施行の成績に於ても離泉直前の成績  特に著明な攣化の傾向も認め難V・．

に於ても「ツ」反慮の程度と其促進度との聞に一   （3）禮  温

定の關係は見出されなV・．又爾施行成績の闇に   ．到着直後2時間休養せしめて測定し微熱を示

            rg 1表 片山津：温泉に於ける槍査成績 （男子）

     
検査事項「ツ」反態
    1

讃u
1

2

3

4

5

6

7

8

9

1e

11

12

13

14

15

16

20

17

16

14

13

10

9

9

8

8

7

7

（一一）

（一一）

（一一）

重 重

前

30．5

27．1

26．5

24．7’

27．1

22．1

25．7

25．6

24．4

31．4’

18．8

24．7

28．9

20．3

26．7

26．1

後

29．9

27．2

26．9

24．6

27．0

23．0

25．1

25．8

24．6

30．9

19．4

25．1

28．7

2q．2

26．1

26．2

赤 沈

前

5
17

10
35

5
14

後

30
55

湖

5
7

12’

32

10
23
47
81

22
55

50
80
21
48
7

11

前

37．2

12
   37．826

ユ暑137・7

7
   37．614

7
30
io－
30
27
77

’5”

1－5

31
60
14
47
17
30

15
33

15
43

65
109

68
108

6
15

49
94
47
95
11
36

37．2

37．0

3ア．1

37．5

37．s

37．2

37．6

’ 37．6

36．一2

37．6

36．8

37．1

後

36． 2

36．9

36．5

36．0

36．4

36．2

36．8

36．5

36．6

36．3

36．9

36．4

36．6

36．8

36．7

36．6

血 病

前

105
73

87
42
97
62

101
61
86i」

43
71
39
8工

47
95
26
77
41
106
72
110
73

78
41
68
26
70
40
102
70
85
30

後

ro－o－

58
i68

24
68
28
92－
52
82
41
80 ．

42
77
27
84
38
96
58
68
40
72
38

68
40
59
22

68
38
98
46
70
42

第2表片山津温泉に於ける槍上成績（女子）

樵査事項

課亘
1

2

3

4

5

6

「ツ」反懸

17

16

16

15

13

12

重

・前

24．5

26．7

23．6

20．4

22．7

24．0

後

24．7

26．5

23．0

20．4

22．7

24．0

赤 沈

前

27
64

9．

23

  2
 2e
 31
  53
  13
m一一． zz m

  lo”

 64

後

15
39
1－t’

29

  16
  39
一一 噤f一@9”

一L24
 47
 79

温

前

37．2

37．2

36．7

36．8

36．8

1 37．i

後

36．9

36．7

36．8

37．2

36．0

36．6

血

鯛

90
50
95
32
70
52
72
50
68
40
68
40

後

．i№R

102
48
90
45
81
42
70
42
68’L

40

［ IZO ）
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e
i

7

8

9

10

11

12

13

エ4

15

11

11

11

6

（一）

（一一）

（一）

（一）

（一）

28．9

29．6

27．0

28．9

25．9

20．9

31．0

30．7

28．3

28．5

29．4

26．1

28．9

 9

25
8－

23
2e
45
 7

18

26．4
21
49

31．C

30．2

13一
47

40
82
4

17

27．7

 9

12
 6

8
 7

41
13
31

16
38
13
41

47
77
 8

21

16
39

37．3

36．9

36．7

36．9

37．2

37．3

37．4

37．4

37．8

36．6

37．2

36．6

36．7

36．7

37．4

 36．6

－ 36．8

36．4

100
49
79
42
92
59

72
41

84
37

70
44
90
45
90
40
9－o’一

50

101
51

103
58

第3表 和倉盗泉に於ける槍査成績 （男子）

検査事項「ツ」反激

＼前後別

例 数＼、

1 17

2 13

1
g

3 13

重

前

29．0

29．1

28．6

4 12 21．9

Jr 11 26．4

6 7 27．3

後

29．6

30．1

28．5

7 7

22．6

27．6

28．4

26．4 1 27．5

8 （一） 27．3

9 （一） 26．0
巨

10 1（一） 30

「
（一） 23

12 富
（一） 23

1

工3 一 （一） 30

14 （一） 30

15 （一） 24

16 （一） 31

17 （一」） 28

18 （一） 23
一

19 （一） 21

27．4

27．0

30．5

23．9

24．5

31．3

30．0

25．4

30．9

29．6

24．9

23．0

赤 沈

前

 8

26
凶
62
12
25
53
81

15
41

20
41

後

17

39

40
95

16
39

30
62
12rm

3！

温

45
70

34
70
30’一

64
26
50

20
41

18
45
15
35

18
36

14
35
13
30

11
26

’＋一’@7
   19

   3

   8

37．0

37．4

36．8

37．2

36．2

25
42
 L．1
 8

16

36．4

36．6

34一 j

     37．4
61

38
54

3ア．0

 8

15

10
37
15
33
21
48

20
40
15

34
8－
23
13
34

37．2

37．1

後

36．8

36．8

36．5

36．9

36．5

36．7

37．1

36．9

37．2

 8

ユ9

 7

23

36．6

37．3

37．0

37．1

37．0

36．8

36．8

36．8

36．6

36．7

36．7

36．5

36．6

36．9

36．9

36．4

36．8

36．5

血 歴

前

98
46
115
58
90
60

90
48
78
ag
98 L

69
88－
59

92
46
92
58

 104
  68

  90
’ 58

  92－

  44

  82

  60

  80

  48

 115
  75

re3’
71

，94

48
88
48
86
51

後

80
50
80
34
84－
48
80
38
82
45
104
61

75
50

99－
48

1ee
40
80
38
Bs一

一4L3

84
42
se－

54
90
55
84－
64

88
55
79
52
70
42
82
46

、【121コ



394 片山津及和倉濃泉に於ける學童の夏季鍛錬指導成績に就て

第4表 和倉温泉に於ける検査成績 （女子）

      引沚ｸ事項「ツ」面謁       1

艦   重 赤   沈 盟   淵

謙1 前 後 前 後 前 後

一  1 1  22
34．5 34；8

13
R5

818

37．3 36．4

2 21 25．4 25．5
16
S2

11
R0 37．2 37．⑪

3 20 33．5 34．2
15
R8

22
S1 37．1 36．6

4 2轡・2 28．5
13
R2 37．8 36．8

5 i15 27．0 27．8
10
Q5
P7『
S5

37．4 36．8

6 14 24．1 24．5 37．4 37．0

7 13 21．6 21．0
15
R5

42
V3 37．1 36．7

8 13 26．5 28．1
822

36．8

9
一  12

24．1 24．6
16
R7

13
R1 37．8 136・6

10 7 26．6 27．4
720

37．3137．2

11 28．1  27．9

  11
@ 29＿ 一 一

@ 42－
@ 76

22
S3

37．3 36．5

   『
P2

 （一）｛  一  一 一

@（一） 25・2 P25・9 22
37．0 36．4

13 （一） 26．4
1 26．4    24

@  50』  一  一

@  20－
@  62

37．0 36．8

14 （一） 33．0 32．9

  34
@ 63一     調      一

@ 15
@ 42

37．1 36．7

15 （一） 35．2 35．0
15
R9

15

R7｝ 372 36．8

－一 i「） m16   1        23．8    23．4 13   10
@     30 37．2 37．1

・71（一〕
22．5  23．0

     31－

314

36．6 37．0

・釧（一） 25・2126・・ 、琴  7
37．0 36．9

36．0 ！ 36．4

32．0

8
2工

3
  37．1 1 36．510

 31．2

：一一一［
   r 25．8

5
15

2
  37．2 1 36．55

25．2

25．4 i 26．1

  d

27．1

27．8

28．0

23．3 1 22．e

8
2－0

2’

5

20
44

15
36

8
   37．1 1 36．621

4
   36．8 1 36．49

23
52

36．7

11
   37．5 E 36．829
12
   37．0 1 36．73e

血

前

111
81

100
47

116
71

101
60
109
59
112
83
70
42
100
55
120
56
L．6

62
118
72
gg一
1rOm

IU9
60
11e
69

110
64
108
60
80
38
86
38
88
52

94
60
94
58

80
．08

107
40
108
46
92
30

墜

後

94
60

108
62
88
50一
96
45
87
33

98
54

80
40

一91

38
1⑪4

58

112
38
110
70
72
38
7⑪

32
89

   44一

116
60

95
6⑪

68
弼
72
28
一90

50

84
58

－        一

82
38
74
42

一 一 h

X7
40

2g

L／1

ずもの多少あったが，「ツ」三鷹とは一定の關係

なく離泉直前に射ては殆んど浩失しておること

が認められる．赤沈と微熱との聞にも並行的な

關係は見出し難い．

 （4）血  墜

 特別な傾向を見出し難い．

 省和倉に於て4例，片山津に：於て11例の到着

直後と離泉直前の血液像を比較すると第5表及

第6表の如くである．

 （5）白血球撒
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第；5表 片山津温泉に於ける

   血液像の攣化

学敷

1

II

II正

rv

v

VI

vrl

VIIi

IX

x

Xl

謙前

後

前

後

前

後

前

後

前

後

前

後

前

後

前

後

前

後

前

後

血色素
（Sahli）

85

87

70

70

88

86

75

78

77

63

83

85

64

66

9工

86

90

86

88

82

前

後

79

84

赤血球
（萬）

352

346

320

319

413

388

392

338

410

350

366

358

284

291

白血球

5800

7200

5200

74eo

5700

6900

6700

6200

5800

7400

7200

7600

6600

7soe

345 1 6200

359 1 7400

476 1 7700

413 1 sooo

423

360

335

314

5400

4800

8800

6200

第6表 和：倉濫泉に於ける

   血液像の攣化

  じ

訳
血色素
（Sahli）

赤血球
（萬） 白血球

 和倉に於ては4例共増加し，片山津では7例

増加し4例減少してみる．

 （6）赤血球数

 著明な攣化はなV・．

 （7）血色素量

 著明な攣化はなV・．

例数

1
一前

後

前

後

85

81

82

85

374

340

342

幽322

6100

7300

5400

6400

第IV章総括並考按

2

3

4

前

後

前

後

75

76

80

80

278

359

30e

288

6400

8500

5300

7200

 「ツ」氏帰馬を行ひ「レ」線間接撮影にて胸部に

著攣を認めなかったが比較的生活悪條件下の9⑪

名の小県5－6年在學見童が1週間に亘ゆ温泉

にて夏季鍛錬をなすに當って，其前後に於ける

罷i重，赤沈，艦温，血墜st血液像などの悪化を

検索した．此場合「レ」線閥接撮影にては著攣を

認めなかったが，「ツ」反慮は32．2％陽性，53・3

％疑陽性，12．2％陰性であった．

 而して此「ツ」牛津慮と髄重の増減，赤沈値，

膿濃の動揺などとの間には特別の關係は認めら

れす，血墜の響動も匠々であった．

 血液像に就ては白血球は増力1するもの大：部を

占め僅かに減少するものが認められ，赤血球数

並血色素：量は殆んど不毛であった．

 文獄によると温泉療法は少くも3週間を必要

とする様であり温泉法によって白血球のみなら

す赤血球，血色素量も増加せる報告が籔多く存

在してみる．然しそれらは何れも長期療養によ

るものであり，予等の取扱つた通な短期夏季鍛

錬によるものとは甚だ異るものである・

 予等の特に強調したいことは「V」線間接撮影

に於て無所見であれば或程度臨急劣等で「ツ」犀

慮陽性赤沈促進せるもの或は禮温の動揺せるも

のなどに就ても大過なく鍛錬に参加せしめ得る

と云ふことである，勿論嚴重な監督を必要とは

するが除りにも庇護的な方法のみに依らす積樫

的方法を加味するのもよto様に思はれる．但し

温泉は結核に概して禁忌であるので之を除外すe

るのに萬全を期さなければならないが，「レ」線

聞接撮影のみでも可なりよく目的を達する様に

思はれる。
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396 片山津及和倉温泉に於ける學童の夏季鍛錬指導成績に就て

 継て温泉に於ての種々な検査成績を槍討する

ときにはi氣候學的攣化による：影響を充分考慮：し

なければならなV・。氣墜，i氣温，氣漁などの攣

イ齢人膿に大きな影響を與へることは幾多先人

の業績によって明である．和倉，片山津は大艦

に於て海邊に存在するから海邊週日候の影響は

充分加算されうる。然し予等はそれらのものの

分析的研究でなく，綜合的な影響を擬察しただ
              1

けに止まるけれど1週闇前後の第A表及第B表

の様な「スケジュール」のもとに行ばれた鍛錬に

於ては白血球敷の増カロせる例多いことを除外し

ては著しV・攣化を認めないで絡了した．遠隔成

績がわからないで其効果を云kすることは無意

味でφるが，今後集團的温泉，海趣高山地鍛

錬の参考ともなれば甚だ幸である．

第v章結
 石川町片山津温泉及和倉温泉に於ける夫々42

名及48名の二二の夏季鍛錬に際し在泉1週聞の

前後に槍即せる諸成績を槍即した所数の如き成

績を得た．

 （1）膿重には著攣なかった．

 （2）赤沈の動揺にも一定の傾向を認めなかっ

た．

論

 （3）隅隅直後の禮温の上昇は年少者によくみ

られる二二動揺不安定性のあらはれ巴みられな

いだらうか。

 （4）血塵の攣化は不定であった．

 （5）白血球数は増加するもの多かった．

 （6）赤血球数及血色素：量の攣化はみられなか

った．
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